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「
長
生
き
に
つ
い
て
」　
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人
生
は
百
廿
五
才
か
〃
八
十
五
才
か
〃

先
般
わ
が
大
阪
市
大
卒
業
生
の
河
原
碧
子
さ
ん
か
ら

誰
で
も
百
廿
五
才
ま
で
生
き
ら
れ
る
」

…

大
隈
重
信
説 

―
 

の
新
聞
記
事
の
切
抜
き
を
送
っ
て
来
ら
れ

「
先
輩
よ
、
健
康
で
頑
張
っ
て
ね
」
と
激
励
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
私
自
身
も
い
つ
し
か
八
十
の
坂
を
越
え
、
友
人
も

年
々
減
少
し
て
ゆ
く
悲
哀
を
痛
感
し
て
い
る
が
親
友
Ｔ
君
に

そ
の
話
を
す
る
と
、
彼
曰
く
、
大
隈
さ
ん
は
、

百
に(

あ
と)

十
五
才
ま
で
」
、
と
い
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

水
を
さ
さ
れ
、
な
る
程
そ
ん
な
読
み
方
も
あ
っ
た
の
か
と
考
え
な
お
し
、

自
分
は
あ
と
四
十
三
年
も
、
生
ぎ
長
ら
え
る
と
考
え
て
い
た
の
は
、

余
り
に
も
虫
が
良
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
反
省
し
て
い
る
。

因
み
に
大
隈
さ
ん
の
人
生
一
二
五
才
説
次
の
よ
う
に
も
解
釈
が
で
き
る
と
思
う
。

１
、
百
に
一
五
加
え
て
一
一
五
才
説

２
、
百
に
も
う
後
十
五
年
即
ち
八
五
才
説

３
、
八+

五
才
に
達
し
た
者
が
百
才
に
な
る
ま
で
に

あ
と
未
だ
一
五
才
足
ら
ぬ
と
い
う
百
才
説

皆
さ
ん
は
ど
の
説
を
と
ら
れ
ま
す
か
。

(

河
原
碧
子
さ
ん
は

日
本
画
家
・
市
大
生
活
科
学
部
同
窓
会
会
長

テ
ク
ノ
ポ
ー
ト
大
阪
推
進
委
員

河
原
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
理
事
長
〉

(

大
隈
重
信　

佐
賀
県
出
身)

略
歴
一
八
三
八(

天
保
九
年)

 

～ 

一
九
二
二(

大
正
十
一
年)

一
、
明
治
・
大
正
時
代
の
政
治
家　

内
閣
総
理
大
臣

第
一
次
大
隈
内
閣 

一
八
九
八
年(

明
治
三
十
一
年)

第
二
次
大
隈
内
閣 

一
九
一
四
年(

大
正
三
年)

一
、
早
稲
田
大
学
創
設
始
者　
　

一
八
八
二
年(

明
治
十
五
年)

有
恒
会
報
よ
り


